
　【調整の内容】
　　要求どおり計上。

　１　事業の概要
　 (1)  目的　現行の税務システムに存在する様々な課題を解決し、将来にわたって安定的かつ効率的な運用を行うため、シ
            ステム全体を再構築し、業務の更なる適正化・効率化、経費削減及び職員の負担軽減を実現する。
　 (2)  内容　税務システムをメインフレーム主体のシステムから、サーバを利用したオープン系システムへと再構築する。
 
　２　スケジュール
　　　平成29年度～令和７年度：税務システムの再構築

　３　限度額の積算内訳
　　　各年度の業務内容に基づき算出
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